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A mixed catalyst of Fe ions and aromatic ligands proceeds photocatalytic CO2 reduction under 

visible-light irradiation. In this case, it is effective to suppress coordinating ability of the 
aromatic ligands to the Fe ions for the CO2 reduction. In this study, we investigated the effect 
of introduction of methyl groups into direction to the Fe coordination of the bipyridine 
derivatives as an aromatic ligand. It was found that photocatalytic CO2 reduction proceeded 
without the methyl groups when a bipyridine derivative was applied as an aromatic ligand. 
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Fe イオンとフェナントロリン系配位子(phen)とを CH3CN–TEOA 混合溶液中で共存
させることにより CO2還元触媒として機能することが報告されている 1)。この際、金
属配位方向に立体障害としてメチル(Me)基を導入することで CO2 還元光触媒反応が
進行する。一方、同様の立体障害を有したビピリジン系配位子(R2dmb, 図 1)を用いた
場合にも、R として電子求引性基を導入することにより、混合触媒の配位子として作
用することを見出した 2)。今回、Me 基による立体障害の効果を検証するため、Me 基
を有さない R2bpy を混合触媒の配位子として CO2 還元光触媒反応を行った。Cu(I)錯
体光増感剤、および還元剤 BIH 共存下における光触媒反応により CO の生成が確認
された(図 1)。5 時間の可視光照射により TON (Fe イオン量を基準としたターンオー
バー数)は、39 となった。R2dmb を用いた場合(TON = 45)と同等の CO が生成したこ
とから、Me 基による立体障害の効果は phen の場合に比べて小さいことがわかった。
この結果は、光触媒反応中、phen では Me 基導入により Fe イオンとの錯体形成を適
度に抑制させる必要があったのに対し、bpy 系配位子ではピリジン環間のねじれによ
り、Fe イオンとの配位能を十分に抑制できたことを示唆している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1. Feイオンとビピリジン系配位子の混合触媒を用いた光触媒反応. 
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